
Fig.１.冬期調査における全サイトと継続サイトの最大個体数合計の

推移 （1999年度から2023年度の継続サイトN=32）  
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 2023年度冬期調査は、2023年12⽉1⽇から2024年2⽉29⽇までの期間に実施されました。全国107ヶ所
のサイトで調査を実施し、このうち⼀⻫調査（2023年1⽉14⽇を基準⽇とした前後１週間の調査）には82サイ
トが参加しました。⼀⻫調査期間では、シギ・チドリ類35種21,579⽻のほか、ツクシガモ5,686⽻、へラサギ56
⽻、クロツラヘラサギ292⽻、ズグロカモメ5,009⽻が記録されました。冬期の全サイトの最⼤個体数（調査期間
内に記録された各種個体数の最⼤値）の合計は、シギ・チドリ類41種36,522⽻のほか、ツクシガモ6,685⽻、
へラサギ113⽻、クロツラヘラサギ523⽻、ズグロカモメ6,007⽻でした。 
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全国107ヶ所のサイトで実施 

Fig.２.  2023年度冬期調査におけるシギ・チドリ類の種構成比 

 個体数 

 1999年度冬期以降の「全サイト」と「継続サイト
（調査が継続されているサイト）」のそれぞれの最⼤
個体数の合計を、グラフに⽰しました（Fig.1）。全サ
イトの最⼤個体数の合計は、前年度と⽐べ2,147⽻
減少、継続サイトでは前年度と⽐べ1,224⽻減少し
（前 年 度 ⽐、全 サ イ ト で5.9％ 減、継 続 サ イ ト で
5.4％減）、全サイト・継続サイトともに、3年連続で
減少しました。 

3年連続で冬期の個体数は減少 

 2023年度冬期調査におけるシギ・チドリ類の種構成
⽐ を み る と、個 体 数 上 位 は、ハ マ シ ギ64.7%
（23,636⽻）、シロチドリ8.9%（3,241⽻）、ダイ
ゼン6.7%（2,456⽻）でした（Fig.2）。総個体数
の過半数を占める1位のハマシギと2位シロチドリ、3位ダ
イゼンの順位は過去10年間で変化はありませんでした
（Fig.3）。その他の順位では、6位ミヤコドリと7位タシ
ギの順位のみ⼊れ替わっていましたが、上位種の構成は
安定していました。シギ・チドリ類全体では、減少傾向に
あるものの、構成⽐率はほぼ変化がなく推移しており、
各種が同様な減少傾向にあるもののと考えられました。 

上位の構成種はほぼ変わらず 
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 種別の最⼤個体数の前年度⽐では、ハマシギの減
少数が最も⼤きく、3,244⽻（約12%）減少となり
（Table1左）、ハマシギは、ダイゼン、イソシギとともに
2年連続して減少していました。増加数はミヤコドリが最
も ⼤ き く 、333⽻ （ 約60％ ） 増 加 し て い ま し た
（Table１右）。また、ミユビシギ、アカアシシギは2年
連続で増加していました。シギ・チドリ類以外のツクシガ
モ（5,686⽻）、ヘラサギ（56⽻）、ズグロカモメ
（5,009⽻）は、⼀⻫調査時の個体数が、2004年
の調査開始以来、最多でした（Fig.４）。 

ミユビシギ、アカアシシギは2年連続増加傾向 
Sep. 2024 

だいじゅがらみ 

Table１.  2023年度冬期 種別の最大個体数の前年度差 左：減少数上位5種、右：増加数上位5種 

Fig.３. 2023年度冬期調査における最大個体数上位10種の順位の

変化（1999年度から2023年度） 
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Fig.４. 冬期調査におけるミヤコドリとクロツラヘラサギの一斉調査時（1月中旬）の個体数合計の推移 （2004年度から2023年度）  

地域別のハマシギの分布や傾向 

Fig.５. 冬期調査におけるハマシギの地域別最大

個体数合計の推移 （2000年度から2023年度）  
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 最⼤個体数の合計から、地域別のハマシギの
分布や増減傾向を⾒ると、北海道、東北、北
陸、沖縄南⻄諸島は、もともと個体数が多くな
く、本州の太平洋側、九州に多数の個体が観
察され、主要な越冬地と考えられます。主要な
地域も関東、中部・東海地域では2000年か
ら徐々に減少しており、関⻄・中四国、九州で
は、2010年あたりから減少傾向にありました。
越冬地が南下していることも考えられますが、国
外の状況も含めて分析する必要があります。 
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